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病虫害は少ない。 

放任しても自然に樹形を保つのでほとん

ど剪定は不要。徒長枝をそろえる程度で

済む。暖地では生長がやや早いので高さ

を抑えたいときは早めに芯を止めるとよ

い。 

関東南部が生育の北限とされる暖地性の

樹。日向を好むが耐陰性もある。乾燥と

寒さは苦手で幼木時は霜に弱い。アレロ

パシー作用（他の植物の生長を抑える物

質を放出）があるので配植に注意する。 
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土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

凪（なぎ）に通じることから、海運の安全や受

験の合格を祈願する御神木として神社に植えら

れる。 

Memo 

広葉樹のような葉は、主脈がなく平行脈が幾筋

もある。イヌマキと同じマキ科の植物。雌雄異

株で秋になると雌株は15ｍｍ程の褐色の実をつ

ける。庭木として利用されることは少なく、神

社境内に御神木として植えられることが多い。

本州南岸、四国九州の温暖地に生育する。 

生長：やや速い、雌雄異株、針葉樹 特 記 

マキ科（APGⅢ） 科 名 

常緑／中高木／木本植物／在来種 

ナギ  [ 梛・竹柏 ]  


